
至池袋
外堀通り 鎌倉橋

首都高速都心環状線

至渋谷

KDDI

通信総合
博物館

工事中

神田橋出口

大手町ビル

大手町
野村ビル

アーバンネット
大手町ビル

パレスホテル
（工事中）

経団連会館

三井生命

三井住友
銀行JFE

三菱東京
UFJ銀行

工事中

至中野

至水天宮

至西船橋

至高島平・至綾瀬 至上野

至新宿

東西線

半蔵門線

至日比谷 至品川

読売新聞

丸の内北口
八重洲口新丸ビル

丸ビル

大手町

大手町

P

大
手
町

東
京
メ
ト
ロ
東
京
駅

大
手
町

千
代
田
線

丸
ノ
内
線

都
営
三
田
線

日
比
谷
通
り

JR 

東
京
駅

大
手
町

丸の内オアゾ
丸ノ内ホテル

一方通行

一方通行
永代通り

大手町
サンケイ
プラザ

P
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今
年
の
総
会
は「
２
」の
つ
く
年
次
が

当
番
幹
事
。
各
年
次
の
実
行
委
員
が
力

を
合
わ
せ
、
企
画
等
を
考
え
ま
し
た
。

珍
し
い
楽
器
、「
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
」の
演
奏

を
行
い
ま
す
。
是
非
と
も
足
を
運
ん
で

下
さ
い
。

　
先
日
、
藤
沢
周
平
原
作
映
画「
た
そ

が
れ
清
兵
衛
」を
観
ま
し
た
。
そ
の
中

で
話
し
て
い
る
方
言
に
と
て
も
懐
か
し

さ
を
感
じ
ま
し
た
。
特
に
、「
み
じ
ょ
け

ね
」「
し
ぇ
ば
の
」に
は
、
思
い
を
強
く

し
ま
し
た
。
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
方
言

文
化
に
育
ま
れ
た
酒
田
東
校
。
こ
の
酒

東
の
同
窓
と
い
う
つ
な
が
り
を
、
私
達

一
人
々
々
が
大
事
に
し
、
強
く
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
総
会
に
は
、
多
く
の
皆
様
の
ご
出
席

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

実
行
委
員
長

　４２
回
卒

　菅
原

　幸
夫

■地下鉄／丸ノ内線・半蔵門線・千代田線・
　　　　　 東西線・都営三田線
　　　　　 大手町駅下車A4・E1出口直結
■ J    R ／東京駅丸の内北口より徒歩7分

〒100-0004　東京都千代田区大手町1-7-2
Tel：03-3273-2257～9（直通）

同
窓
の
つ
な
が
り
を
大
事
に

多
く
の
皆
様
の
ご
出
席
を

平成29年度 東京亀城会 
第52回総会・懇親会のご案内

本年度執行回【32回卒、42回卒、52回卒、62回卒、72回卒、82回卒】

東京亀城会会報37号 重要なお知らせ

■申 込 み／阿部【hiromi-a@u01.gate01.com】へ。

■日　 時／平成29年6月24日（土）
 14時から（受付13時30分より）17時まで
■会 　 場／大手町サンケイプラザ4階ホール
 千代田区大手町1-7-2　TEL.03-3273-2258
■会 　 費／8,000円（但し、学生は2,000円）
■イベント／ファゴット四重奏

○発　行／2017年5月12日
○発行者／元木　徹
○編　集／会報委員会
○印刷所／コマツ・コーポレーション
○発行所／東京亀城会　東京都中央区銀座1－18－6
 　井門銀座一丁目ビル5階　元木徹法律事務所内
○問合先／瀬尾亜希子【akiko@mokuren.gr.jp】

山形県立酒田中学校・酒田第一高等学校・酒田高等学校・酒田東高等学校

ＴＯＫＹＯＫＩＪＹＯＴＩＭＥＳ／Ｎｏ．３７
ＣＯＮＴＥＮＴＳ

会長・同窓会長ご挨拶／母校報告
母校支援　酒東生キャリア研修
２０１６年総会・懇親会報告
我ら幹事年。
酒東偉人伝　「梅津正彦」

２
３

４~５
６~７
8~9

同期会元気です
東風ら亀城人　亀城交流芋煮会
予算決算、事業報告、お知らせ
総会・懇親会のご案内、アトラクション、新卒生いらっしゃい!!

10~11
12~13
14~15

16

最上の流れにうるほう里の　　学び舎みどりの希望はみちて
明るしや　清けしや　　我らの園　我らの門

あしたに夕べに集う　　手を引き助けて円に睦みて
愛あり仁ある人とならん

ああ見よ鳥海七千餘尺　　虚空に聳ゆる巨人の姿
黙示に学びてわれらの健児　　六百並んで高きに向ふ

ＪＵＮＥ２０１７
［Ｎｏ．３７］

37

佐藤時啓（51回）　2016年「Chokainomori#1」

TOKYO
KIJO TIME

高谷　知永理昭和音楽大学 音楽学部
音楽芸術運営学科 ミュージカルコース

　正直、まだ東京亀城会について深く理解ができていませ
んが、先輩たちと交流をしていく中でどういうものであるか
を理解し、自分たちが幹事となる代に、お世話になった酒
田東高校とその後輩たちの手助けとなるよう、小さな事か
ら貢献できたらと思っています。
　これからどうぞよろしくお願いします。

　在学当時に課題研究などで大変お世話になった東京亀
城会に、学年幹事として加わらせていただくことになり、と
ても光栄です。母校の後輩達のため、また、自分達の縦
と横の繋がりを深くするためにできることを精一杯やっていき
たいと思います。どうぞよろしくお願い致します。

高橋　出海東京学芸大学 中等教育教員
養成課程数学専攻

　宮永氏は東京学芸大学教育学部在学
中より演奏者として活動。リード製作者と
しても活動中。

木管楽器ファゴットの魅力、
ハーモニーやリズムの躍動感を
お楽しみ下さい！

酒田出身の
宮永 康史（やすのぶ）さんを
中心にした「ファゴット四重奏」

アトラクション
紹介

懇親会

土
246

先輩、宜しく！

　財政基盤を確かなものにするため、今年
度から当番幹事会を除き49回卒以前で過去
10年間に年会費や寄付を一度も納入して
いない会員の方には、会報や案内状を送付
しておりません。
　会の存続のためにも会費納入と運営賛助
金のご協力を宜しくお願いいたします。

君塚広明（１st）
草野雅行（２nd）
本田早紀（３rd）
宮永康史（４th,kontra）

今年の卒業生は92回卒です。 東京へ上京した新卒生。
学年幹事のお二人を紹介します。 92

回卒！ 新卒生いらっしゃい！！



関東近郊のOB、
OGで酒東キャリア研修へ

ご協力下さる方、ご連絡下さい。

担当／東京亀城会

齋藤　　剛（72回）
080-3402-7693携帯：

元
木
　
　
徹

東
京
亀
城
会 

会
長

会
財
政
の

建
直
し
に
つい
て

　
当
会
の
喫
緊
の
課
題
は
、
財
政
の
建
直
し

で
す
。
当
会
の
主
な
収
入
は
会
員
の
会
費
で

す
が
、
近
年
会
費
収
入
が
激
減
し
、
こ
の
ま

ま
で
は
事
業
の
充
実
を
図
る
こ
と
は
お
ろ
か
、

従
来
通
り
の
事
業
も
困
難
と
な
り
ま
す
。
会

費
増
額
も
増
収
策
の
一
つ
で
す
が
、
全
会
員

に
負
担
を
強
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
会
財
政

の
窮
状
に
御
理
解
と
御
協
力
を
い
た
だ
け
る

方
に
会
費
の
他
一
口
1
0
0
0
円
の
会
運
営

賛
助
金
を
募
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
窓
会
で
は
会
報
の
役
割
は
極
め

て
重
要
で
あ
り
、
当
会
50
周
年
を
機
に
会
報

の
体
裁
と
内
容
が
充
実
し
た
反
面
、
印
刷

費
や
送
料
の
支
出
が
増
え
ま
し
た
。
一
方
、

毎
年
登
録
会
員
約
3
0
0
0
名
に
会
報
・

総
会
案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す
が
、
会
費
を

支
払
わ
な
い
会
員
が
多
数
お
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
経
費
節
減
と
会
員
間
の
公
平
の

観
点
か
ら
当
番
幹
事
回
卒
業
を
除
き
、
四
九

回
卒
業
以
前
の
会
員
で
過
去
10
年
間
一
度
も

会
費
等
を
支
払
わ
な
い
方
に
は
本
年
よ
り
会

報
・
総
会
案
内
を
送
付
し
な
い
こ
と
に
し
、

そ
の
代
わ
り
会
の
活
動
等
周
知
の
た
め
当
会

Ｈ
Ｐ
で
会
報
・
総
会
案
内
を
掲
載
し
、
参
加

を
促
し
ま
す
。

　
以
上
の
会
財
政
の
建
直
し
策
へ
皆
様
の
御

理
解
、
御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
東
京
亀
城
会
の
皆
様
に
は
、
各
方
面
に
お
い

て
ご
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
心
よ
り
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。
亀
城
同
窓
会
の
事
業
や
母

校
支
援
活
動
に
対
し
、
特
段
の
ご
配
慮
を
賜
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
過
日
母
校
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
卒
業
生
は

高
校
3
年
間
で
大
き
く
成
長
し
巣
立
ち
ま
し

た
。
夢
実
現
の
為
に
多
く
の
生
徒
が
上
京
し
ま

し
た
の
で
、
先
輩
各
位
か
ら
声
を
か
け
て
頂
き

激
励
と
ご
指
導
賜
れ
れ
ば
有
り
難
く
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
母
校
の
後
輩
諸
君
は
、
創
立
以
来
の

伝
統「
質
実
剛
健
」「
文
武
両
道
」を
体
現
し

頑
張
り
を
示
し
て
い
ま
す
。
後
輩
達
の
頑
張
り

は
、
我
々
同
窓
生
の
大
き
な
喜
び
で
も
あ
り
、

誇
り
で
す
。
更
な
る
躍
進
を
期
待
し
て
強
力
に

支
援
し
て
あ
げ
た
い
も
の
で
す
。

　
2
0
2
0
年
に
母
校
創
立
1
0
0
周
年
を

迎
え
ま
す
が
、
記
念
事
業
と
し
て
同
窓
会
館

リ
ニュ
ー
ア
ル
増
築
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
拡
張
整
備
や

各
教
室
エ
ア
コ
ン
設
置
等
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
い
ず
れ
も
先
立
つ
も
の
が
な
け
れ
ば

実
現
不
可
能
で
す
。
母
校
の
更
な
る
充
実
・

発
展
の
為
に
、
特
別
寄
付
金
並
び
に
協
力
金

納
入
率
ア
ッ
プ
への
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
東
京
亀
城
会
の
益
々
の
発
展
と
会
員

各
位
の
ご
健
勝
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
東
京
亀
城
会
の
皆
様
、
日
頃
よ
り
何
か
と

お
世
話
に
な
って
お
り
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ

ス
ク
ー
ル（
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）への
指
定
を
め
ざ
し
、
関
西

へ
の
視
察
、
有
識
者
と
の
面
談
、
文
科
省
へ
の

請
願
と
駆
け
回
り
な
が
ら
準
備
を
進
め
て

参
り
ま
し
た
。
し
か
し
、「
29
年
度
の
新
規

募
集
は
し
な
い
」と
い
う
国
の
決
定
が
な
さ
れ

指
定
の
夢
は
一
瞬
に
し
て
潰
え
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
こ
こ
数
年
Ｓ
Ｇ
Ｈ
を

意
識
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
課
題
研
究
の

発
表
会
を
、
国
際
教
養
大
学
等
の
教
授
を

は
じ
め
と
す
る
審
査
員
の
方
々
の
参
加
を

得
な
が
ら
2
月
に
学
校
行
事
と
し
て
開
催
し
、

様
々
な
改
善
点
の
指
摘
を
受
け
つつ
も
、
新
し
い

酒
東
の
学
習
ス
タ
イ
ル
確
立
に
向
け
一
歩
進
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
来
年
度
よ
り

開
設
す
る
探
究
科
で
は
勿
論
、
普
通
科
も

含
め
た
探
究
型
学
習
の
中
で
も
取
り
入
れ
る

こ
と
と
し
、
生
徒
た
ち
の
学
習
意
欲
、
そ
し

て
間
も
な
く
制
度
変
更
さ
れ
る
大
学
入
試
に

お
い
て
も
大
き
な
力
の
源
に
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
母
校
で
活
動
す
る
生
徒
た
ち

へ
の
温
か
い
応
援
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
ご

ざ
い
ま
す
。

山
岸
　
文
章

亀
城
同
窓
会 

会
長

更
な
る
躍
進
の
た
め
に

諸
原
　
正
巳

酒
田
東
高
等
学
校 

校
長

課
題
研
究
の
充
実
で

酒
東
の
未
来
を
拓
く

会長・同窓会長　　
ご挨拶/母校報告
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　酒田東高校の「東京キャリア研修」は、2011年から始まりました。当初、東京に行くのは２学年夏でした。３年生が持つ受
験生意識はまだなく、１年生の持つ入学当初の緊張感も薄れてくる、いわば「中だるみ」となる可能性がある２年生に学校とし
て何か企画したい、というねらいの下、社会人や大学生など、関東圏に多くいらっしゃるＯＢ・ＯＧとの関わりを通して、刺激を
頂くことが目的でした。その後、2014年の１年生から、１学年秋に東京キャリア研修を行うことへとシフトしています。文理選
択が決まった１年生が研修へ参加し、これまでより早い段階に先輩方のお話を伺うことで、生徒は今自分が何をすべきかを明
確にし、進路選択の幅を広げることができ、研修がより有意義なものになると感じています。
　さらに、昨今の教育界で重要視されている「探究型学習」の一環として、酒東では「課題研究」が本格的にスタートしました。
１学年時から取り組む課題研究の中間発表の場としても、東京キャリア研修は位置付けられています。東京亀城会の皆様に
は毎年多大なるご協力を頂いており、真に感謝申し上げるところであります。東京まで長時間かけても研修に行く意味が大き
いのは、やはり先輩方の「生の声」を聞くことができる点だと強く感じています。
　今の時代、自分の知りたい情報はネット等で簡単に得られるように考えられますが、そこには限界があります。最前線

▲２月４日の酒田東高校での課題研究発表会。英語でのプレゼンテーションの様子。

で働かれている先輩方がどんな思いを
持っているのかを知り、現場目線からの
アドバイスと酒東生への熱いメッセージを
受け取る、生徒にとってかけがえのない場
だと考えています。東京キャリア研修を
経て、生徒は一皮むけて再び酒東へと
帰ってきます。
　今後ますますこの研修が酒東にとって
有意義なものになるよう、ご協力を心より
お願い申し上げます。

　　　担当教諭　樋口　駿
（28年度１学年課題研究担当）

母校支援 酒東生キャリア研修
１学年「東京キャリア研修」の概要

▲11月、国立オリンピック記念青少年総合センターで。グループに
分かれ先輩を囲んでの活発な意見交換が行われました。

▲OBOGがファシリテーターとなり、各グループがプレゼンテーション
で示した解決策に対しての深掘りを行いました。

平成28年度OBOGファシリテーター名簿
４１回  石井　良和 石井国際特許事務所 代表
４５回  丸市　豊也 公益社団法人　東京社会福祉会
５４回  岡崎　理香 岐阜女子大学南アジア研究センター特別研究員
５６回  河島　三二 株式会社日立システムズ
５６回  安野　　司 株式会社商工組合中央金庫
62回  池田　大介 三菱商事株式会社
62回  小野寺　良恵 独立行政法人国際協力機構（JICA）
62回  中野　幸伸 ペリクラーク ペリアーキテック ジャパン株式会社
62回  毛利　　篤 日本コロムビア株式会社
62回  鈴木　裕子 株式会社博報堂ＤＹアイ・オー
６５回  飯野　雄一郎 三機工業株式会社 経営企画室
65回  加賀谷　治則 三井不動産株式会社
65回  佐々木亜希子 活動弁士

65回  小松　弘樹 株式会社商工組合中央金庫
６６回  渡部　さつき 株式会社誠心堂薬局
７２回  阿部　和人 株式会社フォーカスシステムズ
７２回  桐崎　友和 ネットチャート株式会社
７２回  齋藤　　剛 プルデンシャル生命保険株式会社
７4回  阿部　彩人 ＥＭＴＧ株式会社
７4回  斎藤　英一 株式会社ウェルボン
７４回  高橋　大介 株式会社Ｍ.Ｒ.Ｓ　中目黒　魚とく
７5回  柿崎　佳奈子 日産自動車株式会社(新車開発担当）
81回  柿崎　比呂 日本ミシュランタイヤ株式会社
81回  後藤　将人 ＭＡＤ　creation  代表
81回  山崎　健悟 芦原太郎建築事務所(設計士）

ts.saito@prudential.co.jp
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　第
５１
回
東
京
亀
城
会
総
会
・
懇
親
会
報
告

160
名
を
超
え
る

に
ぎ
や
か
な
会
で
し
た

28
年
度 
実
行
委
員
長

石
井
　
良
和（
41
回
）

▶乾杯の音頭は、
東京鶴翔同窓会（鶴南）会長 菅徹氏。

▲大勢の参加となった懇親会。みんな美味しいお酒を飲みながら、アトラクションに注目！

▲新卒生と先生方。まだ３か月なのに、
懐かしい！？　話がはずみました。

●開会
●会長挨拶 
●来賓紹介
●来賓挨拶　○亀城同窓会会長
　　　　　　　山岸文章
　　　　　　○酒田東高校
　　　　　　　諸原正巳校長
●歓談・飲食
●酒東の現状報告　諸原正巳校長
●キャラメルマシーンの
　　　　お笑いマジックショー
●亀寿のお祝い品送呈式
●キャラメルマシーンの色紙・
　　　　DVDプレゼント抽選会
●応援歌、校歌斉唱
●幹事引継（末尾１年→末尾2年）
●閉会

　東京亀城会第51回懇親会　次第

平成２８年度（５１回）総会・懇親会出席来賓者名簿

山岸　文章様
諸原　正巳様
佐々木　慎司先生
佐藤　義正先生
髙橋　京子先生
鈴木　喜栄様
佐藤　則子様
齋藤　常夫様
須田　誠治様
菅　徹様
大泉　正様
武田　美和子様
油井　智子様
小林　武様
佐藤　茂喜様
阿部　正祐様
今野　強様
齋藤　仁幸様
庄司　芳信様
石井　富子様
荘司　牧子様
足達　哲郎様

亀城同窓会
酒田東高等学校
酒田東高等学校
酒田東高等学校
酒田東高等学校
東京有煒会
東京有煒会
酒田光陵高等学校東京同窓会（紫紺会）
酒田光陵高等学校東京同窓会（紫紺会）
東京鶴翔同窓会
東京鶴翔同窓会
如松同窓会東京支部
如松同窓会東京支部
城畔同窓会関東総支部
城畔同窓会東京城南支部
東京みやまちどり会
東京みやまちどり会
黎明同窓会関東支部
酒田工業高校同窓会
酒田中央高校同窓会
酒田中央高校同窓会
株式会社荘内日報社

（酒田西高等学校）
（酒田西高等学校）
（酒田商業高等学校）
（酒田商業高等学校）
（鶴岡南高等学校）
（鶴岡南高等学校）
（鶴岡北高等学校）
（鶴岡北高等学校）
（鶴岡工業高等学校）
（鶴岡工業高等学校）
（庄内総合高等学校）
（庄内総合高等学校）
（鶴岡中央高等学校）
（酒田工業高等学校）
（酒田中央高等学校）
（酒田中央高等学校）

会長
校長
教諭
教諭
教諭
副会長
常任幹事
副会長
常任理事
会長
常任幹事
支部長
副支部長
支部長
支部長
会長
副会長
支部長
関東支部長
東京支部長
東京副支部長
東京支局長 ▲亀城同窓会の山岸会長がアシスタントと

してステージへ。会場、来客を巻き込んで
のパフォーマンス！　会場が沸きました。

　
前
年
の
東
京
亀
城
会
創
立
50
周
年
記
念

総
会
・
懇
親
会
は
、
昭
和
の
時
代
に
国
民
的

に
愛
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ「
お
し
ん
」で

子
役
を
演
じ
た
女
優
の
小
林
綾
子
さ
ん
を

ゲ
ス
ト
に
お
招
き
し
、
成
功
裏
に
終
わ
り

ま
し
た
。
こ
の
勢
い
を
衰
え
さ
せ
る
こ
と

な
く
更
に
発
展
さ
せ
る
べ
く
企
画
し
た

第
51
回
の
懇
親
会
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
、
芸
能
界
で
お
笑
い
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

を
演
じ
る
キ
ャ
ラ
メ
ル
マ
シ
ー
ン
の
マ
ジ

シ
ャ
ン
と
し
て
活
躍
中
の
68
回
卒
の
鈴
木

貞
春
さ
ん
に
相
方
と
共
に
出
演
を
依
頼
し
、

出
演
の
快
諾
を
得
ま
し
た
。

　
手
品
は
、
種
明
か
し
さ
れ
て
は
営
業
に

差
支
え
が
出
る
た
め
、
控
室
も
他
者
か
ら

隔
絶
し
て
欲
し
い
と
の
要
望
が
あ
り
ま
し

た
が
用
意
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
招
待
者

の
控
室
を
仕
切
っ
て
な
ん
と
か
し
の
ぎ
ま

し
た
。
会
場
の
都
合
で
前
年
度
並
み
の
大

き
な
会
場
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

ス
テ
ー
ジ
は
低
く
シ
ョ
ー
に
向
か
な
い
場

所
で
し
た
が
、
悪
条
件
を
も
の
と
も
せ
ず

に
テ
ン
ポ
よ
く
演
じ
て
く
れ
、
来
賓
に

ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
出
演
し
て
も
ら
う

な
ど
会
場
を
和
や
か
に
す
る
の
に
一
役

買
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
前
年
の
会
員
名
簿
の
整
備
の
効
果
が

あ
っ
た
よ
う
で
、
予
測
し
た
会
員
数
を

か
な
り
超
え
て
１
３
３
名
が
参
加
し
て
、

新
卒
の
学
生
及
び
来
賓
を
加
え
る
１
６
０

余
名
と
な
り
、
テ
ー
ブ
ル
や
食
べ
物
の
配
置

を
工
夫
し
て
な
ん
と
か
ク
リ
ア
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
卒
業
年
で
テ
ー
ブ
ル
の
席
割
を
し
ま
し

た
が
、
当
日
、
ク
ラ
ブ
単
位
で
も
テ
ー
ブ

ル
を
用
意
し
て
欲
し
い
と
い
う
要
望
が
出

た
た
め
、
急
遽
、
片
隅
で
し
た
が
ク
ラ
ブ

用
の
テ
ー
ブ
ル
を
な
ん
と
か
配
置
し
て
要

望
に
応
え
ま
し
た
。

　
卒
業
し
て
あ
る
程
度
の
年
月
を
経
な

い
と
、〝
同
期
と
顔
を
合
わ
せ
た
い
〞 

〝
故
郷
の
話
を
し
た
い
〞と
い
う
気
持
ち

が
湧
い
て
こ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
若
い
人
た
ち
に
も〝
東
京
亀
城
会

に
く
る
と
落
ち
着
く
〞 

と
思
わ
れ
る
雰

囲
気
の
総
会
・
懇
親
会
と
な
る
よ
う
に
、

今
年
の
実
行
委
員
諸
氏
に
は
頑
張
っ
て

も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

か
ん
ぱ
い!

か
ん
ぱ
い!

か
ん
ぱ
い!

▲幹事引き継ぎ。41回石井さんと51回斉藤さんから、
32回広瀬さんと42回菅原さんへ。

▲幹事年51回卒生のテーブル。

◀玉こんにゃくやしそ巻など、
おなじみの郷土料理も喜ばれました。

幹事
学年
の

時こ
そ、

集ま
らね
ばの
!

▲懇親会前の総会。モニター画面に、
予算や決算を映して。

▲最後は、会場総立ちで、校歌応援歌斉唱。

▲亀寿のお祝いが元木会長から手渡されました。
これまで会への貢献、ありがとうございました。
ますますお元気でご活躍ください。

▲68回卒SADAさんの軽快なトーク
に あ わ せ、お だ じ さ ん の ボ ケ＆マ
ジック。みんな驚いたり笑ったり。

次回、幹事宜しくお願いします！

浮い
てま
す!

キ
ャ
ラ
メ
ルマ
シ
ー
ン
の

マ
ジッ
ク
ショー

キ
ャ
ラ
メ
ルマ
シ
ー
ン
の

マ
ジッ
ク
ショー

キ
ャ
ラ
メ
ルマ
シ
ー
ン
の

マ
ジッ
ク
ショー 実

行
委
員
長

41
回
　
石
井
　
良
和
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二
三
四
（
二
二
）
一
一
三
九

F
A
X
　
〇
二
三
四
（
二
二
）
一
一
〇
三

会
　
長

小
　
山
　
　
健

事
務
局

（画  伊藤正治郎）

昭
和
三
五
年
卒

酒
田
東
高
校

東
京
珊
瑚
の
会

「
喜
寿
を
祝
う
集
い
」

祝温故知新

〒 1 6 9 - 0 0 5 1
東 京 都 新 宿 区 西 早 稲 田 3 - 2 0 - 1

五 十 嵐 智 ( 昭 和 2 8 年 卒 )

w w w . o l d b o o k . j p

古 書

P h o n e  0 3 - 3 2 0 2 - 8 2 0 1

　
我
ら「
東
京
32
回
」の
集
い
は
、
平
成
12
年
以
降
途

絶
え
、
酒
田
で
行
っ
て
い
た
同
期
会
も「
酒
東
卒
業

50
年
を
祝
う
会
」を
最
後
に
19
年
で
中
止
し
、
後
は

学
級
ご
と
に
実
施
と
な
っ
た
。
前
か
ら
各
学
級
で
行
っ

て
い
た
の
で
特
に
違
和
感
は
な
い
。

　「
32
回
生
」は
3
年
間
学
級
編
成
替
え
を
し
な
か
っ

た
の
で
、
学
級
ご
と
の
繋
が
り
が
学
年
全
体
と
し
て
よ

り
強
い
気
が
す
る
。

　
私
が
所
属
す
る
1
組
は
、
鳥
海
俊
士
先
生
が
担
任

で
3
年
間
続
け
て
ご
指
導
頂
い
た
。
そ
れ
だ
け
に

先
生
と
の
交
流
は
深
か
っ
た
と
思
う
。
平
成
3
年
か

ら
一
泊
旅
行
し
て
い
る
。

　
湯
野
浜
温
泉
が
最
初
、
鳥
海
先
生
も
参
加
さ
れ

楽
し
い
会
だ
っ
た
。
平
成
6
年
に
鳥
海
先
生
が
ご
逝

去
さ
れ
、
そ
の
後
級
友
も
亡
く
な
り
、
悲
し
い
事
だ

が
、
こ
れ
も
人
生
で
あ
る
。

　
昨
年
は
秋
田
県
に

か
ほ
市
の「
獅
子
ケ

鼻
湿
原
」を
散
策
し

た
。
来
年
は
傘
寿
の

祝
い
旅
行
の
計
画
で

あ
る
。
今
年
は
東
京

亀
城
会
が「
新
た
な

半
世
紀
へ
」と
向
か
っ

て
い
る
節
目
で
も
あ

る
。
皆
で
し
っ
か
り

と
会
を
支
え
応
援

し
よ
う
。

我
ら
幹
事
年
第
32
・
42
・
52
・
62
回
卒
、集
い
し
今
年
の
総
会
・
懇
親
会
幹
事
た
ち
。

私
た
ち
の
あ
れ
こ
れ
。6
月
24
日
、再
会
し
ま
し
ょ
う
！

32回
第

42
回卒

「どこまで進んだ？日本の男女平等
～暮らしの中のあれこれ～」

42回
第

石﨑　節子氏（42回）国際女性の地位協会理事
洟
垂
れ
小
僧
も
、

卒
業
後
60
年
！

齊
藤

　弘
安

62回
第

プ
チ
同
窓
会
in
東
京

　

中
野

　幸
伸

。

　
62
回
卒
業
生
は
、
毎
年
3
月
の
第
一
土
曜
日

を
定
例
日
と
し
て「
プ
チ
同
窓
会
in
東
京
」を
開

催
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
3
月
4
日
に
五
反
田

の
横
手
屋
で
開
催
し
、
19
名
が
集
ま
り
ま
し

た
。
年
々
、
飲
め
る
量
が
下
降
線
を
描
く
年
齢

に
な
り
ま
し
た
が
、
遠
く
か
ら
も
沢
山
の
同
窓

生
が
集
ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
お
酒
の
持
ち
込
み
と
い
う
、
プ
チ
同
窓
会
で

は
は
じ
め
て
と
思
わ
れ
る
段
取
り
に
、
飲
み
過

ぎ
な
い
か
？
　
逆
に
足
り
る
の
か
？
　
な
ど
心

配
事
は
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
、
程
よ
く
呑

ん
で
い
た
だ
け
た
か
と
思
い
ま
す
。
あ
と
お
店

の
女
将
が
、「
み
ん
な
若
い
ね
。」と
言
っ
て
い
ま

し
た
。
見
た
目
な
の
か
、
飲
み
方
な
の
か
は
不

明
で
す
が
。 

　
久
々
の
参
加
と
な
っ
た
治
君
か
ら
は
、「
中
野

と
わ
か
ら
な
か
っ
た
」と
い
わ
れ
ま
し
た
。
確

か
に
人
生
の
M
A
X
体
重
記
録
を
更
新
中
で
す

が…

。

　
支
離
滅
裂
な
報
告
に
な
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
。

が
、
ま
た
、
元
気
に
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
！

▲2016年6月29日、酒東3年1組のクラス会で
獅子ケ鼻湿原散策出発前。

52回
第

同
年
代

　
福
島
県
庁
を
職
場
と
し
て
４
年
目
に
な

り
ま
す
。
わ
た
し
の
ボ
ス
・
企
画
調
整
部
部

長
は
こ
の
春
に
総
務
部
長
に
異
動
し
た
伊
藤

さ
ん
で
し
た
。
彼
は
福
島
県
二
本
松
市
出

身
、
東
大
卒
の
58
歳
と
報
じ
ら
れ
て
お
り

我
々
と
同
じ
年
代
で
す
。
日
本
酒
で
話
が
は

ず
む
う
ち
、
彼
の
伯
父
が
酒
田
東
の
教
師

「
U
先
生
」で
あ
る
こ
と
が
判
明
。
と
い
う
こ

と
は
彼
の
従
妹（
U
先
生
の
お
嬢
さ
ん
）は
、

わ
が
同
窓
の
ミ
チ
コ
さ
ん
、
と
話
が
盛
り
上
っ

た
わ
け
で
す
。（
U
の
ヒ
ン
ト
：ス
ペ
イ
ン
語
の
１
）

　
役
所
で
職
員
が
住
民
の
幸
福
を
考
え
る
よ

う
に
、
東
京
亀
城
会

幹
事
の
方
が
た
は
会

員
の
楽
し
み
や
故
郷

や
後
輩
の
た
め
に
取

り
組
ん
で
く
れ
て
い

ま
す
。
し
か
も
手
弁

当
で
。

　
▲送別会での伊藤氏

▲石﨑さん

　
団
塊
世
代
の
我
ら
も
、
70
代
に
近
づ
い
て
き
た
。

多
く
は
会
社
を
退
職
し
た
が
、
い
ま
だ
現
役
で
仕
事

中
の
人
も
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
身
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
若
々
し
く
過
ご
し
て
い
る
最
中
で
あ
る
。
そ

ん
な「
青
年
達
」が
3
月
25
日
、
池
袋
の「
絆
」に
20
名

程
集
っ
た
。
同
期
の
店
主
の
計
ら
い
で「
か
ら
げ
」等

の
田
舎
料
理
も
用
意
。
外
は
ま
だ
肌
寒
く
感
じ
る

も
、
飲
み
な
が
ら
食
べ
な
が
ら
の
互
い
の
近
況
に
笑

い
も
加
わ
り
、
店
内
は
熱
く
盛
り
上
が
っ
た
。
親
の

介
護
、
病
を
抱
え
た
伴
侶
の
看
護
等
、
現
実
の
話
に

は
共
々
に
共
感
。
互
い
の
お
孫
ち
ゃ
ん
の
話
に
は
、

共
々
に
ニ
ン
マ
リ
。

　
男
女
共
同
参
画
啓
発
に
活
動
す
る
友
、
株
投
資
を
楽
し

む
友
、
山
登
り
に
喜
び
を
見
い
だ
す
友
等
。
山
形
在
住
の

Ｍ
君
は
、
障
が
い
者
の
為
の
施
設
を
作
る
と
い
う
夢
の
実

現
に
向
け
て
走
っ
て
い
る
。
そ
の
夢
実
現
の
手
助
け
に
と
、

す
ぐ
に
資
金
を
申
し
出
る
同
期
の
仲
間
た
ち
。
我
ら
42
回

の
絆
は
強
い
。
そ
の
元
と
な
る
の
が
、
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス

ト
と
掲
示
板
。
い
つ
も
互
い
の
近
況
を
交
換
し
て
い
る
。

首
都
圏
・
山
形
・
金
沢
・
酒
田
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
カ
ン

サ
ス
を
繋
ぐ
、
42
回
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
我
ら
の
自
慢
で
あ

り
、
絆
を
よ
り
強
く
し
て
い
る
。「
42
回
の
皆
さ
ん
、
こ
れ

か
ら
も
互
い
に
、
元
気
で
い
よ
う
ね
。」

　
そ
れ
か
ら
、
6
月
24
日
に
東
京
亀
城
会
総
会
・
懇
親
会
、

7
月
17
日
に
酒
田
で
同
期
会
が
あ
り
ま
す
。
都
合
つ
く
方

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
会
場
に
お
い
て

「
同
期
の
絆
」と
い
う
花
を
、
た
く
さ
ん
た
く
さ
ん
咲
か
せ

た
い
と
思
い
ま
す
。「
し
ぇ
ば
の
〜
」。

我
ら
４２
回
同
期
の
強
い
絆

菅
原

　幸
夫▲池袋の「絆」▲からげ

▲当日昼は、酒田や宇都宮からも参加の
４２ゴルフコンペが埼玉で開催された。

　2017年2月に、「男女共同参画社会」や「女性
の地位向上」について、ＮＰＯや地域の公共機
関・国際機関で活躍されている42回卒の石﨑
節子さんより、「どこまで進んだ？ 日本の男女
平等～暮らしの中のあれこれ～」とのテーマ
で講演をいただきました。
　庄内弁での挨拶から始まり、ご自身の学生
時代から現在に至る時代の変遷を解りやすい言葉でお話してもら
い、皆の笑いも誘い和やかな雰囲気の中でお話を伺いました。
　特に男女共同参画社会のキーワードが「ジェンダー・イコール（男
女平等）」であること、また「女性差別撤廃条約に関する国連と日本
の動き」について、日本国憲法や国連憲章の推移を掘り下げて解説
していただき、大変参考になりました。
　質問も多数あり、世界の国会の女性議員比率で第1位がルワンダ

（57.5％）となったのは、内戦で数多く
の男性が互いに殺し合ったのを見て、

「男に任せてはおけない！」と女性達
が立ち上がった結果とのこと。初め
て聞く話に皆びっくり。因みに日本
は151位（12％）でした。
　　　　　　　　 （記・白畑優　60回）

2017 理事会講演会

▲初めて62回が集合したのが20年前の幹
事年の時でした。以来、結束の固い同期で
す。

▲石﨑さん講演風景
※講演の詳細はホームページに掲載します。

池
田

　明
幸

今年は総会
に大結集を

!
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TEL 03－3261－8040
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【事務局】〒998-0843
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付
い
た
異
名
が〝
勝
た
せ
屋
〞。
そ
ん
な
梅
津

さ
ん
が
ボ
ク
シ
ン
グ
と
出
会
っ
た
の
は
高
校
２

年
の
時
だ
っ
た
。
と
は
い
え
酒
田
東
高
校
に
は

昔
も
今
も
ボ
ク
シ
ン
グ
部
は
存
在
し
な
い
。
な

ぜ
梅
津
さ
ん
は
ボ
ク
シ
ン
グ
を
始
め
た
の
か―

―
―

―

。

　
梅
津
さ
ん
は
昭
和
４３
年
１２
月
、
東
京
品
川

で
生
ま
れ
た
。
そ
の
後
、
両
親
の
仕
事
の
関

係
で
、
父
母
の
実
家
だ
っ
た
酒
田
へ
。
港
南
小

学
校
か
ら
酒
田
三
中
へ
進
み
、
酒
田
東
高
校
へ

進
学
し
た
。
入
学
す
る
と
サ
ッ
カ
ー
部
に
入

部
し
、
そ
の
後
新
体
操
部
へ
。
運
動
は
得
意

だ
っ
た
が
、
ど
ち
ら
も
長
続
き
は
し
な
か
っ
た

よ
う
だ
。

　
当
時
の
梅
津
さ
ん
に
つ
い
て
興
味
深
い
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
だ
っ
た
小
野
寺
啓
さ

ん
良
恵
さ
ん
夫
妻
か
ら
聞
く
こ
と
が
出
来
た
。

「
１
年
の
時
の
文
化
祭
で
、
梅
ち
ゃ
ん
が
書
い

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
脚
本
で
芝
居
を
や
っ
た
ん
で

す
。
も
ち
ろ
ん
演
出
も
梅
ち
ゃ
ん
で
」さ
ら
に

「
俺
、
将
来
映
画
撮
る
か
ら
見
て
よ
！
」と
も

話
し
て
い
た
そ
う
だ
。
高
校
1
年
生
で
、
し

か
も
酒
田
の
片
田
舎
で
そ
ん
な
大
き
な
こ
と

を
言
う
人
は
い
な
か
っ
た
の
で
よ
く
憶
え
て
い

る
と
い
う
。
当
時
か
ら
映
画
関
係
の
仕
事
に

は
就
き
た
か
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
さ
ら
に
同

級
生
の
池
田
大
介
さ
ん
は
、
当
時
の
梅
津
さ

ん
の
印
象
を「
人
と
人
を
繋
ぐ
の
が
上
手
い
。

不
器
用
だ
け
ど
真
っ
直
ぐ
な
人
。
ず
る
い
所

が
無
い
。
だ
か
ら
好
き
だ
っ
た
」と
語
る
。

ど
こ
と
な
く
酒
田
人
の
気
質
が
感
じ
ら
れ
る

人
柄
。
そ
ん
な
実
直
な
梅
津
さ
ん
の
人
柄
が

　
お
笑
い
芸
人〝
し
ず
ち
ゃ
ん
〞こ

と
南
海
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ズ
・
山
崎

静
代
の
専
属
コ
ー
チ
と
し
て
知
ら

れ
る
梅
津
正
彦
さ
ん
。
ボ
ク
シ
ン

グ
コ
ー
チ
と
し
て
数
多
く
の
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
を
輩
出
。
さ
ら
に
は
、

映
画
や
ド
ラ
マ
の
ア
ク
シ
ョン
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
と
し
て
北
野
武
監
督
や

俳
優
の
高
橋
克
典
、
山
下
智
久
、

伊
勢
谷
友
介
な
ど
、
数
多
く
の

俳
優
に
ボ
ク
シ
ン
グ
を
指
導
し
て

き
た
。
そ
の
華
々
し
い
活
躍
か
ら

酒
東
偉
人
伝
ボ
ク
シ
ン
グ
ト
レ
ー
ナ
ー

ア
ク
シ
ョン
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

 

梅
津 

正
彦

62
回
卒（
昭
和
43
年-

平
成
25
年
）

ア
ク
シ
ョン
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
北
野
武
監
督
か
ら
熱
い
信
頼
を
得
、

芸
人
し
ず
ち
ゃ
ん
の
専
属
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て
も
知
ら
れ
る
梅
津
正
彦
さ
ん
。

な
ぜ
彼
は
ボ
ク
シ
ン
グ
と
い
う
道
を
選
ん
だ
の
か
。

梅
津
正
彦
さ
ん
の
歩
ん
で
き
た
道
を
、

酒
東
の
同
級
生
、そ
し
て
妻
の
敦
子
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

映
像
の
世
界
で
も
、
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
実
際
、
梅
津
さ
ん
は
、
紛
れ

も
な
く
映
画
や
ド
ラ
マ
の
世
界
で
活
躍
し
た
の

だ
か
ら
。

　
梅
津
さ
ん
が
ボ
ク
シ
ン
グ
を
始
め
た
の
は
高

校
2
年
の
時
。
母
校
の
酒
東
に
は
ボ
ク
シ
ン
グ

部
は
無
く
、
当
時
は
酒
田
市
内
に
も
ボ
ク
シ

ン
グ
ジ
ム
は
無
か
っ
た
。
そ
こ
で
鶴
岡
に
あ
っ
た

ボ
ク
シ
ン
グ
ジ
ム
に
通
う
よ
う
に
な
る
。
実
は

梅
津
さ
ん
は
幼
い
頃
に
父
を
病
で
亡
く
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
母
は
仕
事
に
没
頭
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
と
い
う
。
夏
休
み
な
ど
の
長
い
休

み
の
間
は
親
戚
の
家
に
預
け
ら
れ
る
日
が
続
い

た
。
梅
津
さ
ん
は
そ
ん
な
暮
ら
し
に
次
第
に

寂
し
さ
を
募
ら
せ
て
い
く
。
幼
く
し
て
父
を

亡
く
し
、
家
族
の
愛
情
に
飢
え
て
い
た
梅
津

さ
ん
に
、〝
強
く
な
っ
て
、
自
分
が
家
族
を
守

る
〞と
い
う
意
識
が
芽
生
え
た
こ
と
は
、
想
像

で
き
る
。
そ
ん
な
時
に
出
会
っ
た
の
が
ボ
ク
シ

ン
グ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
梅
津
さ
ん
に
と
って
ボ

ク
シ
ン
グ
は
、
大
切
な
人
を
守
る
術
だ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

　
ソ
ウ
ル
五
輪
を
目
指
し
ボ
ク
シ
ン
グ
の
練
習

を
続
け
て
き
た
梅
津
さ
ん
だ
っ
た
が
、
ケ
ガ
で

断
念
。
そ
の
後
は
指
導
者
と
し
て
の
道
を
歩

み
始
め
る
。
そ
し
て
２８
歳
の
時
に
関
わ
っ
た
映

画「
キ
ッ
ズ
・
リ
タ
ー
ン（
北
野
武
監
督
）」で
ボ

ク
シ
ン
グ
指
導
を
担
当
。
こ
れ
を
皮
切
り
に
、

数
々
の
映
画
や
ド
ラ
マ
で
ア
ク
シ
ョ
ン
ト
レ
ー

ナ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
よ
う
に
な
る
。
大
切

な
人
を
守
る「
ボ
ク
シ
ン
グ
」と
、
憧
れ
て
い
た

「
映
像
の
世
界
」。
そ
こ
は
梅
津
さ
ん
に
と
っ
て

は
、
最
高
の
仕
事
場
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
妻
の
敦
子
さ
ん
と
出
会
っ
た
の
は
2
0
0
6

年
ご
ろ
。
梅
津
さ
ん
が
映
像
の
世
界
で
華
々

し
く
活
躍
し
て
い
る
最
中
だ
っ
た
。「
酒
東
は
田

舎
に
し
て
は
進
学
校
だ
っ
た
ん
だ
よ
。
俺
は
落

ち
こ
ぼ
れ
だ
っ
た
け
ど
」と
、
梅
津
さ
ん
は
敦

子
さ
ん
に
よ
く
話
し
て
い
た
と
い
う
。
最
初
の

印
象
は
、「
お
し
ゃ
べ
り
な
人
、
胡
散
臭
い
人
、

調
子
の
良
い
人
。
で
も
、
人
を
ほ
め
る
の
が
上

手
な
人
、
ダ
メ
な
と
こ
ろ
を
指
摘
す
る
の
で
は

な
く
、
良
い
所
を
伸
ば
す
人
で
し
た
」と
語
っ

て
く
れ
た
。

　
2
0
0
8
年
１
月
結
婚
。
子
供
が
出
来
た

時
は
と
て
も
喜
ん
で

い
た
そ
う
で
、
毎
日

の
よ
う
に
お
腹
の
子

に
話
し
か
け
て
い
た

と
い
う
。
結
婚
し
て

か
ら
毎
年
１
度
は
酒

田
に
帰
省
し
た
そ
う

だ
。

「
主
人
は
ふ
ら
ふ
ら
し
て
い
る
感
じ
は
あ
り
ま

し
た
が
、
一
方
で
、
地
に
足
が
つ
い
て
い
る
感

じ
が
す
る
人
で
し
た
。
あ
っ
た
か
い
感
じ
で…

都
会
の
人
に
は
な
い
強
さ
が
あ
っ
た
気
が
し
ま

す
。
そ
れ
が
酒
田
と
言
う
厳
し
い
環
境
で
育
っ

た
か
ら
な
ん
で
し
ょ
う
か…

」と
も
語
って
く
れ

た
。

　
母
校
に
も
良
く
足
を
運
び
、
恩
師
の
知
野

弘
先
生
に
息
子
悠
正
君
を
見
せ
る
こ
と
も

あ
っ
た
と
い
う
。
梅
津
さ
ん
は
、
恩
師
で
あ
る

知
野
先
生
に
生
涯
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
大
切

な
言
葉
を
い
た
だ
い
た
と
、
後
年
語
って
い
る
。

そ
の
言
葉
と
は『
出
会
い
』は『
出
愛
い
』だ
と
い

う
こ
と
。
梅
津
さ
ん
に
様
々
な
縁
の
大
切
さ

を
教
え
て
く
れ
た
の
は
、
高
校
時
代
の
恩
師

で
あ
り
酒
東
で
の
高
校
生
活
だ
っ
た
。

▲左：長男 悠正（はるまさ）くん９歳
　右：妻 敦子さん

▲梅津正彦さん

▲高校時代の梅津さん

▲同級生の小野寺啓さんと
良恵さん夫妻

▲横浜の自宅　遺影写真

大
切
な
言
葉
を

教
え
て
く
れ
た
高
校
生
活

勝
た
せ
屋
の
原
点

〝
勝
た
せ
屋
〞梅
津
正
彦

今
回
の
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
小
野
寺
啓

様（
６２
回
卒
）、
小
野
寺
良
恵
様（
６２
回
卒
）、

池
田
大
介
様（
６２
回
卒
） 

そ
し
て
梅
津
敦
子

様
、
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
2
0
1
2
年
、
梅
津
さ
ん
は
皮
膚
ガ
ン

に
冒
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
。
余
命
宣
告

も
受
け
て
い
た
が
闘
病
し

な
が
ら
可
能
な
限
り
仕

事
を
続
け
た
。
そ
し
て

2
0
1
3
年
7
月
23
日
逝

去
。
享
年
44
。
郷
里
酒
田

の
善
導
寺
で
両
親
と
共
に

眠
って
い
る
。

（
記
・
安
藤  

茂
克 

６０
回
）
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　還
暦
を
祝
お
う

TEL 03-3273-2258～9
www.s-plaza.com

〒100-0004
東京都千代田区大手町1－7－2

（直通）

大手町

運営：株式
会社 サンケイビル

サンケイプラザ

電話 03-3917-7272
北区中里 2-1-2

DVD-BOX発売!

定　　価

問 合 せ

12,960円（税込） 9,720円（税込）
音声ガイド 佐々木 亜希子

劇場版アニメ

「三国志」三部作
◆「英雄たちの夜明け」92年 138分
◆「長江燃ゆ!」93年 155分
◆「遥かなる大地」94年 147分

TEL :03-3233-7150
info@mokuren.gr.jp

酒東ボート部
関東ＯＢ会

関東在住の
ボート部ＯＢ結集!
〈連絡先〉

電話：080ー3083ー0113
白畑　優

電話：090ー1660ー8501
安藤茂克
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集まれ傘のもとへ
我々三一会は今年傘寿を迎えるがまだ
まだこれからのことを話し合いたい。今
年も同期会で明日の事を語り会おう。

卒業時の１８歳の時には半世紀後の自分を想像でき
ただろうか。昨年秋、米国、英国、沖縄、そして
北海道から５０年の年輪を背負って７０余名が三川
町に集合。恩師もお年を召したものの二人が参加さ
れ、宿は貸し切り状態となった。仙人の風貌を備え
た人、卒業アルバムと見比べても同一人物とは思え
ぬほど貫禄をつけた人、一目で名前が出てくる当時
の面影を十分に残している人達との会話は尽きず、

体力のある人は深夜まで飲みそして会話が続い た。来年は古希を祝って再会しようと言って別れたが、
半年足らずでそれはかなわぬこととなった人もお り、残りの人生に思いをはせている。

41回  石井　良和41回  石井　良和

今年の新年会の写真です。秋に「喜寿を祝う集い」
を目下企画中！全国から東京に集まる予定です。
50人目標！！

35回  伊藤　正治郎35回  伊藤　正治郎
珊瑚の会事務局29回  冨樫  弘喜29回  冨樫  弘喜

31回  小山　嘉吉31回  小山　嘉吉

37期酒東なかよし会は12月
17日上野「ぶんか亭」で開催。
今回は、初めて女性一人でし
たが、仙台市から瀧口君も参
加で大いに盛り上がりました。

37回  本間　勝弥37回  本間　勝弥

昨年９月に仙台・松島・南三
陸温泉と、東日本震災被災
地視察旅行を兼ね、石巻市、
女川町の復興状況視察２泊
３日の旅。

34回  石井　幸一34回  石井　幸一

8月20日、幹事のご尽力で今
年も酒田で58人の同期が再
会を果たすことができた。次回
は70歳を記念して2年後を約し
て散会。

43回  信夫　優子 43回  信夫　優子 
今年も小出さんの山の絵展
で、同期が集まりました。

36回  本宮　正幸36回  本宮　正幸

第５回の東京同期会は首都圏以外からの
参加者も増え、過去最多となりました。今
年は9月30日を予定していますので、よろし
くお願いします。初参加、大歓迎です。

45回  阿曽　芳樹45回  阿曽　芳樹

46回東京巽会、2016年5月28日新大
久保の焼き肉屋で開催しました。その後、
カラオケでした。

毎年1月開催の関東梧葉会、上野のお洒落なイタリア料理店
で親の介護や早期退職等の話題で盛上りました！

54回  小野寺　裕54回  小野寺　裕

忘年会も兼ねた、毎年恒例の65期関東地区同窓会で
す。本当は他にも沢山参加者がいたのですが（女子も）、
うっかり集合写真を撮り忘れてしまいました。

65回
山科　範泰
65回
山科　範泰

▲女性陣と渡部先生

昨年の東京ふくの会総会には、がおってきた
とはいえ、34名も集まりました。地方よりは
３名と激減。歩行困難な同期が増え、今年
は続行かどうか思案中です。還暦、喜寿、
卒寿は消化しましたが、次の米寿まで持ち
こたえられるか。歩こう会は月1回の実施
が続いており、歩行数より観て楽しむ
方向に変わってきました。

・ ・

46回  土井　孝46回  土井　孝
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営
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茂
　
樹

【相続】【生前贈与】
お気軽にご相談ください

プルデンシャル生命保険 

e-mail : ts.saito@prudential.co.jp

東京都千代田区神田錦町3-22
テラススクエア 7F

東京第五支社
シニア・ライフプランナー

TEL 080－3402－7693

齋藤 　剛（７２回卒）
〒101-0038
東京都千代田区神田美倉町10
共同ビル1F
T E L : 03－6206－8733
e-mail : sanada@isp-ta.com

眞田　敏昭
（昭和60年卒）

代表　税理士

IＳパートナーズ
会計事務所

http://www.isp-ta.com

酒東関東60会

今年も６月２４日に

集まろう！
有志一同

（6月第４土曜日）

（昭和60年卒）

〈連絡先〉

電話：080ー3083ー0113
白畑　優

電話：090ー1660ー8501
安藤茂克

こ　　         　　ち

東風ら
亀城人

　昨年10月8日（土）に駒込のやまがた育英会学生会館大会議室
で、東京亀城会の第一回「異業種交流芋煮会」が行われました。
参加者は２０名。参加した世代は、

　約１か月前から、電話、ハガキ、Facebook・亀城会ＨＰでの告
知を行ったりして、当初は約４０人が参加の意向を示していました。
しかし当日は３連休の初日でもあり、多数のキャンセルが出てしまっ
たのは残念でした。
　しかし内容としてはおおいに盛り上がりました。
　13時に梅津副会長の挨拶でスタート。地元酒田から取り寄せの

具材で作った芋煮を食べ、酒田の地酒を飲みながら会は和やか
に進みました。全員自己紹介をし、歓談を挟みつつ、亀城会に関
するアンケートにも協力してもらいました。
　最後は全員で「校歌」と「白熱の気」を熱唱。２時間半があっとい
う間に過ぎ、午後３時半に終了。その後全員がそのまま２次会に
流れるという盛り上がりとなりました。
　亀城会の催し物に参加するのは初めてという人もいました。「この
ような世代が近い人同士であれば、話も合うし、今後も参加した
い」「こじんまりしてもいいので、こうしたイベントを増やしてもらえると
参加の可能性が増える」「今回のように同学年以外に顔なじみがで
きると敷居が低くなる」などのご意見を頂きました。
　今年も10月28日に芋煮会を開催します。初参加の方々大歓迎!
お待ちしています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （記・安藤、瀬尾）

アーティストの
ご紹介

表紙作品

▲３月に母校を
卒業したばかりの大学１年生と。

そ
の
他
の
交
流
活
動
！！

▲芋煮の他にも、しそ巻、あつみかぶ、
粕漬けが並んで。

▲みんなで乾杯！
酒田の地酒、飲みきりました。

場 所

日 時

第二回
駒込　やまがた育英会学生会館大会議室

▲歳の近い先輩後輩はすぐうちとけます。

（a）２０代………………………２名
（b）３０代………………………２名
（c）４０代………………………８名
（d）５０代以上…………………８名

（駒込の学生寮に住む現役大学生）

カンパイ!!

おいしそう!!

おいしの～
！

楽しの～！

「え～
！

世界史
の先生

、

つよぽ
んのお

姉さん

なんで
すか～

！？

嬉しい
～！！」

▲恒例の校歌、応援歌。副会長梅津さんのエールで！

　1957年酒田市生まれ。1983年東京芸術大学大学院美術研究科修了。
長時間露光により風景や物事の間に光を彫り込んでいくような写真
作品の制作や、カメラの構造による公共的な場や空間、装置を各地
に展開している。「第6回ハバナ・ビエンナーレ」（1997）「第9回バングラデ
シュビエンナ－レ」（1999）ほか多くの国際展に参加。 Leslie Tonkonow 
画廊（ニュ－ヨ－ク）　HAINS画廊（サンフランシスコ）などの画廊や、酒
田 市 美 術 館（1999）シ カ ゴ 美 術 館(2005) Frist Center for the Visual Arts

（2010）、東京都写真美術館（2014）などの美術館にて個展を開催。 
　2015年、第65回芸術選奨文部大臣賞（美術部門）、第31回写真の町東川賞
国内作家賞を受賞。
 

亀城交流芋煮会
開催決定！

▲体操部2017▲柔道部2017

▲「Kokyubunko#1」

▲ゴルフコンペ2017

　
４
月
６
日（
晴
れ
）神

奈
川
県
の
津
久
井
湖
ゴ

ル
フ
倶
楽
部
で
ゴ
ル
フ

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
桜
の
花
に
囲
ま
れ
た

コ
ー
ス
で
、
和
気
あ
い

あ
い
の
楽
し
い
１
日
で

し
た
。
参
加
者
10
名
。

　
毎
年
、
学
年
の
枠

を
超
え
て
親
睦
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
を
。

亀
城
会
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

五
十
嵐

　太

実
行
委
員
長

　
毎
年
恒
例
の
酒
東
柔

道
部
後
援
会
の
総
会
懇

親
会
で
す
。

　
酒
田
か
ら
土
井
先
生

は
じ
め
4
名
の
方
々
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
門

前
仲
町
富
岡
八
幡
宮
前

で
。

　
芦
野
先
生
が
亡
く
な

ら
れ
て
か
ら
10
年
ほ
ど
。

初
め
て
昨
年
体
操
部
の

仲
間
が
集
ま
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
毎
年
集

ま
る
予
定
で
す
！

体
操
部

伊
藤

　正
治
郎

酒
東
体
操
部
員

柔
道
部

本
宮

　正
幸

2017年10月28日（土）14時

▲酒田のト一屋から取り寄せた
厳選素材で。
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平成２９年度東京亀城会事業案

平成２８年度東京亀城会事業報告

平成28年度決算・平成29年度予算（案）

編 集 後 記
　今年は昨年以上に多くの方に広告協力を頂きありがとう
ございました。新卒生の幹事も決まり、嬉しいことです。
若い世代の参加が増えてくれることを願います。
　卒業すれば自動的に酒田東高校のOB・OGとなるわけで
すが、東京に母校の同窓会組織があることを知らない、ま
た会員意識のない方も多いと思います。横の繋がり、縦の
繋がり、母校との繋がり。その核となり縁を広げるのが東
京亀城会で関東近県在住の皆さんが会員です。ぜひ運
営やイベントに参加下さい。
　同窓の方々の頑張りを応援できる会であり、会報であり
たいと思います。

編集・瀬尾亜希子（65回）

❶ 会報第37号　平成２９年５月発行
❷ 総会・懇親会
　 平成２９年６月２４日（土）１４時
　 大手町サンケイプラザ４Ｆホール
　 担当年次：３２回・４２回・５２回・６２回・７２回
❸ 50周年記念事業
　 〇若手同期会発足支援
　 〇亀城芋煮交流会　１０月28日（土）
　 〇学生向けの就職セミナーの開催を検討
❹ 母校支援委員会　
　 〇酒田東高校キャリア研修支援
❺ 母校１００周年基金
　 〇募金の継続
❻ 平成２９年度亀城同窓会総会・懇親会
　 平成２９年１１月１８日（土）予定
　 「ホテルリッチ＆ガーデン酒田」
❼ 他校同窓会等との交流
❽ 理事会、会務執行理事会等
　 〇理事会　
　　 2月18日、４月２２日、７月２２日、１１月２５日
　 〇会務執行理事会
　　 ４月８日、４月２２日、６月１０日、７月２２日
　　 １０月２１日、１１月２５日、２月４日、３月２４日

❶ 会報36号　平成２８年５月１５日発行
❷ 総会・懇親会開催　
　 平成２８年６月２５日（土）１４時　大手町「サンケイプラザ」３F
　 担当年次：３１回・４１回・５１回・６１回
　 参加人数　会員1２８名　来賓2２名　学生１０名
　 その他（キャラメルマシーン、司会）　３名　　　  　   計1６３名
　 会計　総会、懇親会経費　　　　     　  収入　１，２５４，０００円
　　　　　　　　　　　　　　　　          支出　１，３０８，５８８円
❸ 母校支援委員会
　 〇総会、懇親会にて母校新卒の大学生１０名に対して活動内容の
　　 説明
　 〇酒田東高校東京キャリア研修（母校１年生が対象）
　　 平成2８年1１月1０日（木）
　　 国立オリンピック記念青少年総合センター
　　 講師（ファシリテーター）は昼の座談会、夜の課題研究発表会
　　 に合わせて２５名が参加。
❹ 母校１００周年基金　
　 ・募金状況
　   前年度繰越金　　  　２，９１８，４５６円
　   今年度寄付他　　　　  ３９５，９２７円
　　　　 計　　　 　 　３，２８２，７７６円（平成２９年３月３日現在）

❺ 創立５０周年記念事業
　 ・５０周年事業特別会計
　　前年度繰越金、記念誌売上等　６４１，６４０円
　 ・異業種交流いも煮会（５０周年記念事業実行委員会主催）
　　１０月８日（土）１３時　駒込学生会館　参加人数　２０名
❻ 亀城同窓会総会・懇親会出席
　 平成２８年１１月１９日（土）　ホテルリッチ＆ガーデン酒田
❼ 他校同窓会等との交流
　 ・如松同窓会（鶴岡北高校）
　 ・有煒会（酒田西高校）
　 ・鶴翔同窓会（鶴岡南高校）
　 ・酒田中央高校東京支部同窓会
　 ・黎明同窓会東京支部（鶴岡中央高校）
　 ・みやまちどり会（庄内総合・旧余目高校）
　 ・城畔同窓会（鶴岡工業高校）
　 ・紫紺会（酒田商業高校）
　 ・ふれあい酒田総会・懇親会
❽ 理事会、会務執行理事会等
　 ○会計監査（前年度分）　４月２３日
　 ○理事会　　　４月２３日、１１月２６日
　 ○執行理事会　４月２３日、６月１１日、９月３日、１０月１５日　
　　　　　　　 　１１月２６日、２月１８日、３月２６日

差　引

収　入

支　出

前年度繰越金
寄付金収入
事業費
一般会計へ繰入
次年度繰越金

899,012
0
0

341,000
558,012

記念誌売上

送料・交流会支援

899,012
82,000
29,372

330,000
621,640

平成28年度予算 平成28年度実績 備 考

Ⅰ　一般会計の部

差　引

収　入

支　出

前年度繰越金
寄付金収入
利息

次年度繰越金

2,918,456
391,000

4,297
0

3,313,753

平成28年度実績
Ⅱ　母校創立百周年支援積立金特別会計の部

Ⅲ　50周年記念事業特別会計の部

収　入

支　出

前年度繰越金
年会費
総会会費
各種会合会費
寄付
会運営賛助金
利息・雑収入
広告掲載料
特別会計より繰入
　収入小計
　  合　計

441,316
900,000
886,000
175,000
260,000

31,300
400,000
341,000

2,993,300
3,434,616

375,743
900,000

1,240,000
180,000

150,000
30,000

450,000
0

2,950,000
3,325,743

16,000
145,500

1,045,700
100,000
100,000
641,429
567,853

205,000
56,000
40,480

200,800

30,000
3,148,762

285,854
3,434,616

16,000
144,000

1,230,000
60,000

100,000

920,000
210,000

30,000
40,000

190,000
50,000

2,990,000
335,743

3,325,743

441,316
862,000

1,052,000
147,000
341,455

30,039
380,000
330,000

3,142,494
3,583,810

18,000
118,740

1,358,159
20,000
58,000

562,467
575,316

200,695
49,540
43,350

203,800

0
3,208,067

375,743
3,583,810

会議費
各種会合費
総会費
同期会発足支援費
母校支援委員会活動費
通信費
印刷費
会報製作発送費
事務費
旅費交通費
振込料
渉外費
交際費
予備費
　支出小計
 次年度繰越金
　  合　計

平成28年度予算 平成28年度実績 平成29年度予算（案）

東京亀城会をさらに発展させるために
５０周年事業実行委員長　白畑　優（６０回）

【４つのコンセプト】　５０周年記念事業の理念

【東京亀城会新規会員参入の好循環サイクル起動へ】

　　郷里酒田から上京し新しい生活基盤を築き活動し
ている酒田東高校卒業生が、互いに称え合い、親睦し、
出来ることがあれば助け合う、心温まる、東京亀城会。

　　先輩が、温かい気持ちで、素直に自分の努力した
経験や篤志を披露。後輩の自発的な発展や努力する
精神力を物心共に支援する東京亀城会。

　　忙しい現役世代へ、利害関係に影響されない癒し
の場を提供する東京亀城会。

　　現役引退した世代が旧交を温め、世代を超えて
交流し楽しい時間を過ごせる東京亀城会。

　２０１５年６月の初夏、東京亀城会５０周年記念総会懇親会が開催されました。企業や会員の皆様が賛助してくださった資金の内、
現在特別会計にて約６０万円の活動財源を確保しています。この資金を有効に活用し、東京亀城会に新たな現役世代の参加によるイ
ベントや潮流を起こし、「50周年記念事業の理念」を基本にした恒常的発展軌道を作りあげたいと思います。

　この役割を循還させながら、各学年２０名位の会員確保を目指します。毎年、団結しながら同期会が拡大する流れを作り、現役世
代の会員を増強します。そして、集まった人財が、従来を含めた様々なイベントの核となる好循環サイクルの確立を成し遂げます。

「頼れる東京亀城会、自分の頑張りを還元する東京亀城会、明るく楽しい前向きに参加できる東京亀城会」を目指す

コンセプト
1

コンセプト
2

コンセプト
3

コンセプト
4

関与強化年次

18才

高校卒業

・会費無料
・総会割引

・会費徴収
・総会有料

○学生就職説明会（２月）　来年企画中
○「孟宗汁の会」（５月）　来年企画中
○総会懇親会（６月）

○「芋煮会」（１０月）
○キャリア研修（１１月）
○亀城同窓会（１１月）

・会費徴収 プラスα
・総会有料 プラスα

就職ＯＢ訪問など
＊名簿整理必要

同世代別での人的交流強化　
⇒　イベントで定着へ

人間的交流

学年を越えた各種同好会
（ゴルフ・ウォーキング・合唱等）

22才 30才～40才 52才～55才45才 65才 75才

ゆとりが出来る世代で
同窓会に興味が出る頃

亀城同窓会 
幹事学年

現役世代の同期会発足で支援金
２万円支給

（１０名めどの名簿提出）

中核期（お金・活動・経験提供）
４５才（亀城同窓会幹事学年を囲い込みイベントの核とする） 見守る期 名誉期放流期

（成長期）
育成期

（認知期）

仕事や家庭が中心で
同窓会に興味なし 比較的時間が出来る世代

最新の時事や仕事等の情報提供
（キャリア研修・就職説明会・会報等）

キャリア研修

酒田の幹事学年 １年後
東京亀城会参加

２年後
東京亀城会幹事

３年後
会報編集委員

４年後
イベント幹事学年
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